
難

蕪

睡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 苺

醗纏 灘 纈 鍵舗
　 欝

灘11

慧糊欝稿

武　　一霧 鑛　　　　　 叢
叢灘 蕪 難馨灘 継 澱覆辮 糠 難譲鑛慧麟織.繋 鑑 海蘂籔姿鰻 灘 糠講 叢灘 騰 難璽繍翻 　
　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 錘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 離.

篭
鞘

謡
。蕪

'

　
　

鍵

1.は じ め に

　 周 知の こ とで はあ るが、中国 とい う国家 には、欧米 諸国や 日本

と大 き く異 なる点が ある。 それ は、世界的 に景気が冷 え込 み打つ

あ る中で 、数少 ない 「勝 ち組 」の大 国 であ るこ とで あ り、世界 の

多 くの企業 が この流 れ に乗 るべ く、 中 国を 目指 してい る。

　 化粧 品企 業 も多 くが 中国 を 目指 してお り、中 には成 功 してい る

企業 があ る反面、残念 なが らこの潮流 に乗 れず 撤退 を余儀 な くさ

れ る企 業が あ るのは致 し方 ない ことであ るが、今後 の中国 での化

粧 品 ビジネス の狙 いは何処 に定めれ ば よいのだ ろ うか?

　 化粧 品産 業は基幹 産業 で はな く、参入 が比較 的簡単 に見 える業

界 で はあ る ものの、安 全性 の保 証や、製品 の特 徴 、さ らに、その

ター ゲ ッ ト(性 別 ・年齢 層 ・収入 ・地域 … …etc)選 定 に加 え、

そ こに対 す るマー ケテ ィ ングを美類別 に明確 に しなければ、絶 対

に成功 しえない 業界 で もあ る。

　 中国 にお ける化粧 品市場 は、1978年 の改革 開放 に よる政府 の方

針 変更 と女性 の美 容意 識 向上か ら急激 に発 展 した と言 われ るが、

特 に2005年 以 降 は毎 年2桁 成 長 を実現、2011年 は1,100億RMB

(1RMB=12.5JPYで1兆3,750億 円)以 上 の メー カー出荷 が予

想 で きる。 これはす で に 日本の2010年 度 出荷実 績の1兆4,200億

円にほ ぼ匹敵 す る規 模 であ り、その伸張 率が、日本 の横 這 い に比

較 して、中国が ほ ぼ2桁 で成 長す るだ ろう ことか ら推定 す る と、

ここ1～2年 内で 日本 を大 き く上 回 るこ とが予想 され る。

　 この高 い成長力 は、す でに成熟市場 となってい る欧米や 日本 な

ど、化粧 品 先進 国か ら見 る と、大 きな魅 力 であ るが、 どの よ うな

点が その特 徴 なの であ ろ うか。

　以 下 に、この中国化粧 品市場 の状況 を実務 に主眼 を置 き分析 す

る。

2.中 国化粧品市場

① 　歴 史的背景

　 中 国の化粧 品市 場成 長は、女 性の美容 意識 向上が その原動力 で

はあ るが、歴 史的 には どの よ うに推移 したのか を、私が 長年在 籍

した 資生堂 の 中国進 出 のス テ ップ をベ ース に分析 して み る。

【黎 明期】

　1949年 の 中華人民共和 国建 国か ら1978年 の改革 開放 まで は女性

の化 粧 につ い て、国家 で抑 制 を して いた時代 と言 われ るが、資生

堂 は北京 市政府 か らの要請 もあ り、当時の外 国部長福 原義春(現 ・

名 誉会 長)が 交渉 に当 た り、1981年 に中国に60品 種 の化 粧 品輸 出

を開 始、友 誼 商店や北 京飯 店 な どで販売 し、商品 に対 す る高 い評

価 を受 け た。その後 、北京 市第一軽 工業局 に対 し化粧 品の生 産技

術 協力 を行 い、1983年 に 「華姿(フ ァーツー)」 とい う化 粧 品 ブ

ラ ン ドが 国策 として立 ち上 げ られた。 「華 姿」 は1983年 の シャ ン

プーや ヘ ア リキ ッ ドに引 き続 いて、1985年 には メーキ ャ ップやス

キ ンケア製 品 を上 市 したが、この 当時 は、海外 か らの輸入 品や 高

級 な技 術 を投 入 して作 られ た化 粧品や シャ ンプーは庶民 の手 の届

くもので は な く、 宣伝 広告 な ど庶民 向 けの 告知 もな され てい な

か った。 しか しなが ら、この 「華姿」 が中国近代 化粧 品工業 史 に

お いて基 礎 とな ってい るの は事 実で あ る。

【発展 期 】

　 資 生堂 と北京市 政府 は、化粧 品 ビジネスにお互 いの活 路 を見 出

し、い よい よ1991年 に合 弁会社 を設立 した。 これが 「資生堂麗 源

化 粧RIIlp有限公 司」(略 称;SLC)で あ り、パ ー トナ ーの北 京麗 源

公 司 は北 京市 政府 系 の化粧 品会 社 であ る。SLCが 生産 して いる

「オ プ レ(Aupres)」 はMade　 in　Chinaの 資生 堂製 品 と して百貨

店 で販 売 され、高 品質 とそ の値頃感 が百貨店 の中心顧 客層 で ある

プ レス テー ジ層 に受 け入れ られ トップブ ラン ドに成 長、中国の 国

民 的化粧 品 として、後 にアテネオ リ ンピック(2004年)の 中国選

手 団公 式化粧 品 に も採用 された。 これは、技 術力 、品 質 レベ ル の

高 い 日本 の化粧 品に対す る中国政府の期待 度 と評価 を示す もの と

いえ る。

　 その 間、1992年 に は中国 も市場 経済 が導入 され 、1990年 代 半 ば

には経済発 展が 内陸部へ浸 透す る とともに、中産 階級 が徐 々に力

を付 け て きたが、資生堂 は1998年 に中 国有 数 の投 資集 団で ある中

信 集団(CITIC)の 華東地 区子 会社 との合作 で 「上海卓 多姿 中信

化粧 品有 限公 司」(略 称;SZC)を 上海 に設立 した。　SZCの 主 な

役割 は、中国 に台頭 して きた多数 の中産階級 への市 場力 強化 のた

め の販売拠 点作 りと、そ のため の商品製造 で あっ たが、百 貨店 に

対 して は、 「SHISEIDOカ ウ ンター」 を設置 し、 日本 や欧 米か ら

の輸入 高級 品を販売す る体 制 を作 った。また資生 堂専売店 を作 る

とい う、日本 で成功 した化粧 品 ビジネスモ デルの 中国へ の本格 的

進 出 も開始、 後述 す る 「Za」 ブ ラン ドで の店舗 展 開 を含 め、 こ

こで、 初 めて化粧 品市 場が庶 民に近 づい た とい え る。

　 また、物 流 ・商流面 におい ては、広 大 な中国国 内の輸 送 イ ンフ
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ラが 未発 達 であ る という問題点 をク リアすべ く、メー カー直販 に

加 え、国 内の有力 な代理 商(特 約 卸店)を 使 うこ とも忘 れて い な

か った。 この よ うな フ レキ シブルで市場 を直視 した ビジ ネスが中

国市 場で の成功 に結 びつ い てい る。 また、 特筆 すべ きはSZCの

中心 ブ ラ ン ドであ った 「Za」は、 「SHISEIDO」 を冠 してい ない

「アウ トオブ資 生堂」 と呼 ばれ る ブラ ン ドで あ り、 中国専 用 ブ ラ

ン ドとして追加 され た 「ピュアマ イル ド」 と共 に、資生 堂の市 場

基盤 とその特徴 であ る販売チ ャネ ルを明確 に した ブラ ン ド政策 が

確 立 され た。 資生堂 の ブラ ン ド政策 は、輸 入高級 品 に代 表 され 、

百貨 店や 有力小 売店 で販売 され る 「SHISEIDO」 ブ ラン ドと、主

に中国国 内で生産 し、販 売す る 「アウ トオブ資生 堂」 と総 称 され

るブラ ン ドの棲 み分 けを販売 され るチ ャネ ルで明確 に してい るの

が特 徴で あ る。

　 その 後 、2001年 に 「資生 堂(中 国)研 究 開発 中 心有 限 公司 」

(略称;SCRC)を 北 京 に設立 、 中国 のお 客様 が望 む化 粧 品の 開

発 や市場 特性研 究 を強化 した。 この調査研 究 開発拠 点 の存 在 が、

中 国で の資生 堂へ の信頼 感 を増 してい る ことは重要 で ある。

　 また、中 国は同年 にWTOに 加盟 、経 済面 での国 際化 も一気 に

進 み、2003年 に なる と資生 堂 は独 資 の現 地法 人 で ある 「資生 堂

(中国)投 資有 限公 司」(略 称;SCH)を 設 立 した。　SCHは 中 国

資 生堂 グ ルー プ全体 の管 理 を行 うこ とに加 え、2005年 にはSZC

の保 有 して いた営業 機能 をSCHに すべ て移転 、将 来の 中国市場

の拡大 を見据 えてSZCを 中国 国内 向商 品の製 造 に特化 させ、現

在 、SZCは 資生 堂 グル ー プの海外 生 産拠 点 として最大 の 生産 数

量 を誇 る工場 となっ てい る。

　 SCHは 、 百貨 店事 業、 専 門店事 業、 日用雑 貨 品事 業 に加 え、

近 年で は業務 用、薬 局用 な どの各事 業 まで拡大 、同時 に輸 入品 薬

事 管理機 能や政 府、業 界団体 等へ の対 応 のため の機 能 も強化す る

こ とで、資生 堂 の企 業価値 と 「SHISEIDO」 のブ ラ ン ド価 値 を相

互 に高 めつつ 、中国独 自の 問題へ の対 応 速度 を上 げ るべ く活動 し

てお り、その結 果、資 生堂 グルー プに おいて 中国事 業 は 日本の 国

内化粧 品事 業 に次 ぐ規模 に成 長 して いる。

② 中国化粧品市場 に差す 「光」 とは?

　 中国市 場 は、 日韓 、欧 米 な ど閉塞 感 のあ る市場 か ら見 つめ る

と、 まだ まだ宝 の 山 と考 え られ 、羨望 の対象 で もあ ろう。「光 」

とは、つ ま り市 場 に存 在す る希望 、ビジ ネスチ ャ ンスで あ る。 前

項 で述 べ た資生堂 の発展 過程 を見て判 る通 り、資生 堂の中 国 ビジ

ネスの発展 過程 は手探 りで灯 りを探 し、ビジネス に繋 げ た時代 で

あっ たが、現 代 の中 国は既 に発展 途上 の 国で はな く、GDPも 世

界 第2位 と経済規模 は先進 国の仲 間入 りを してい る大 国 である。

その中 国 とい う巨大市場 には、化粧 品 とい う限 られ た世界 か ら見

て も、幾 筋 もの光 が感 じられ る。

・日本 の10倍 以 上、134人 の市場である こと

　 　中国の人口は2010年11月 の第6次 人口調査(国 勢調査)の 統計

　 で、 口本の約10倍 の13.40億 人、人 口増加率 は10年 前の統計よ り若

　 干下回っている ものの、1人 っ子政策 を取 りなが らも、人 口は微増

　 傾 向にあ る。 また2005年 には2,200万 人 であった中国の化粧人 口

　 が、2010年 には日本の5,600万 人を凌駕 し1億 人、2015年 には2億

　 人、2020年 には4億 人に なると資生堂 では推定 している。4億 人

という規模 を単純 に計算 して も、 日本の7倍 の市場規模 が期待でき

る。

・市 場の潜在力が大 きい こと

　 街中で観察すると判 るが、男性の多 くが丸刈や整髪を していない

状態で歩 いている。資生堂の場合で も、男性用化粧品の売れ筋は洗

顔料や乳液 などであ り、 日本の市場 と異 な り、整髪料のウェー トは

低い。 しか し、若年層 を中心 にお洒落な男性 も増 えて きている。 ま

た、メーキャップも街 中で観察す ると、 日本や欧米に比べて少ない

イメージがあるが、雑誌やテ レビ等の広告で も非常に多 くの情報が

溢 れてお り、各 メー カー ともこの部分 に力 を入れてい るのが わか

る。 また住居環境 も影響 し、洗髪や入浴頻度 も低い ことから、シャ

ンプー ・リンスや ボデ ィソー プなど日用雑貨の伸 びに も期待で き

る。

　 また、近年ではBOP(Base　 of　the　Pyramid)と 称 される比較

的所得の低い層(年 収3,000ド ル以下)を お客 様 として取 り込む こ

とが、中国を含 む新興 国では考えられてい るが、中国の場合 も都市

部 と農村部の収入格差 はまだ高 く、6億 人以上 と目される対象人 口

を考えると、単価や利益率は低 くて も、マスでは大 きなビジネスに

なる。中国の発展政策が内陸農村部 を目指 していることか らも化粧

品 に限 らず、潜在力 としては巨大な もの を持っている。

・化粧 品店 、代理 商の経営者が若 く、熱意 にあふれている こと

　 中国は若い世代の起業が盛 んであ り、化粧 品店 も日本 のように高

齢化による廃業 に悩むようなことは殆 どない。また、若 いというこ

とで、更 なるステップアップのため とい う目標があ り、未来への期

待 もできる。ただし、経験不足の彼 らが 思い込みや間違 えた知識で

ビジネス に取 り組 まない よう、適切 な基礎教育や流通政策の説明は

必頻 であ り、そのための教育カリキュラムや担 当者、施設が必要で

あ る。

・若年層(80后/90后)の 化粧 品に対 するプライオ リテ ィの高さ

　 1980年 代 に生 まれた80后(バ ーリンフォー)、1990年 代 に生まれ

た90后(ジ ュー リンフ ォー)世 代 は、中国の急激 な発展 の中で消

費や海外文化の代表的 な受け入れ世代 に成長 してい る。また、情報

が ある意味 で規制 されてい る中国で も化粧品 を中心 とす るファ ッ

シ ョン情報 は、インターネッ トや雑誌媒体か ら容易 に入 手できるこ

ともあり、80后/90后 世代は、海外、特に、隣 国日本の流行情報 の

収集 に積極 的で、 同時 に競い合 うように新 しいメー キャ ップに も

チ ャレンジしている。この ような動 きは、 アニメや コスプ レなどに

も共通す る日本文化へ の憧 憬ともい えよう。

③ 今、見える 「影」

　 光 があ れば影 があ る。

　 前述 の 「光」 の裏側や側 面 に も幾つ もの 「影 」があ る。幾つ か

は 「光 」の説 明 にも含 め たが、中 国の化粧 品 ビ ジネス に存 在す る

「影」 の部 分 は、 事業 の成否 に結 びつ くで あろ う、い くつ かの重

要 なキー ワー ドを含 んで いる。

　 それ らのキー ワー ドの現状 と、有 効 と思わ れ るアブmチ と留

意点 を簡単 に整理 してみ るが、実 際 の市場 は色 々な要素 が絡 んで

お り、 この アプ ロー チは その 中の一例 に過 ぎない。
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【法規制】

(現状)

　 中国の化粧 品に 関する許認可 部門が約4年 前 に衛生 部衛生監 督

セ ンターか ら国家 食 品薬 品監督管 理 局(SFDA)に 移 って以 来、

SFDAは 積 極 的 に従来 の許 可取 得 の 申請手順 や必 要要件 を見 直

してお り、特 に2010年4月 よ り施工 された化粧 品行 政許可 申請 受

理規 定 によ り、化粧 品の開発 、販 売、海外化 粧品 の輸入 等 に関 わ

る手続 きに大 きな影響 が出 ている。国内で の手続 きの基準 も厳 し

くなって いる もの の、特 に多 くの海外化粧 品企業 が 中国 に化 粧 品

を輸 出す る場合 の規制(新 原 料 ・安 全性 リス ク等)は 非 常 に厳 し

く、既存 メー カー の場合 で も1年 以上掛 か ってい る ものが多 い。

また、同時 に新 原料 の安全性 の証 明に 関す る検査 費用 も1原 料 あ

た り数 百万 円単位 で発 生 す る な ど、企 業 の負 担 は非常 に大 き く

な ってい る。 なお、当初 は輸 入品 、国 内特 殊 品に のみ適 用 され る

と思 われた新 原料規制 は、実 際 には国内生 産 の一 般 品に も適用 さ

れて い る。

(アプローチ)

　 輸入 品規制 への 最大 の防御 策 は、中 国専 用処 方 品を製 造 し、最

初 か らSFDAに 薬 事 申請す る こ とが最 も現 実 的で あ るが、商 品

の コンセプ トが 「新原 料」 に由来す る場合 や代替 原料 が無い場合

な ど諸般 の事 情 に より、対 応が 難 しい場合 は、時 間を充分 に確 保

したマ ーケ テ ィング計画 を組 み立て るの が最善 で ある。

　 また、中 国での化粧 品 申請 には、判 りに くい 手続 きも多 い こ と

か ら、薬事 業務 に詳 しい担 当者 を複数 配置 し、対 応 を図 るこ とが

トラブ ル回避 のため に有 効で ある。複 数にす る理 由は、人材が 流

動 的な 中国 におい て、他社へ の 人材流 出 を防止す る意 味 と、判 断

を単独 で下 す よ り、複数 のほ うが問題 が表 り出 される可 能性が 高

い か らであ るが、事情 が許す のあ れば、SFDAや 地域 のFDAに

顔が 利 く担 当者 や、しっか りと した コ ンサ ル タ ン トを用 意 し、人

治主義 といわれ る中国の人 問関係 を活 用す る こと も有効 であ る。

しか しなが ら 「遵法 意識」 を持 ち、万 一、関連部 門 な どか ら金銭

や物 品要 求が有 っ た場合 の対 応 には十 分注 意す る ことであ る。

硫 通 政策】

(現状)

　資 生堂 の場 合、 中国国 内 におい て も前述 の よう な各 事 業 を持

ち、その歴 史の 中で最 善の流 通政 策を とっ てい るが、一 般論 とし

て化粧 品 の代 表 的な流通 は以 下の5つ であ る。

・制度 品

　　メーカーが自社の直系販売会社経 由で、メー カー(販 社)と 契約

　を締結 した販売店 に商品 を流通する業態。 日本では化 粧品の主力の

流通形態 ではあ るが、中国で はその国土の広 さに起因 し、マーケ

　ティング、営業や回収 などにコス トが掛かることか ら広域での小売

店へ の導入は難 しい。

・一般品

　　メーカーか ら一般の卸店(資 本関係はないのが通常)を 経由して

商品を流通する業態。中国では、メー カーが各エ リア(省 や市、 自

　治区等)で 代理商(特 約卸店)と 契約、代理商は契約 したエリアで

の営業、流通、回収 を行 い、その売買差益 と業績や 目標に リンクし

　たインセ ンティブ を得 るのが一般的である。
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・訪販 品

　　 制度品、一般 品とも店舗販売 であるのに対 し、 自社の流通ではあ

　 る ものの、訪問販売員が直接、消費者 に商 品を販売す る形態 であ

　 る。中国では訪問販売のライセンスが簡単 に取 れない ことから、参

　 入は困難である。

・通販品

　　 訪販 と同 じく無店舗流通であるが、人 を介 さず、テ レビや雑誌、

　 インターネ ットなどによる商品告知を通 じて販売する ものである。

　 中国ではイ ンターネ ッ トによる通販が盛ん であるが、 中には仕入

　 ルー トの不透明な悪質店 もあ り、模倣品の販売 も多い。

・業営品

　　 流通形態 は一般 品とほぼ同様ではあるが、大 きな違い は商品が原

　 則 として店頭で再販売 されず、美容室や理容室、エステ店な どで、

　 そのお客様 に対 して使用 される ものであ り、店頭販売品に比較 して

　 大容量、簡易包装の物が多いのが特徴 とも言 える。

(アプローチ)

　 中国は 日本 の26倍 の面積 を有 し、その気候 は南北 そ して沿海部

と内 陸部で全 く違 うこ とに加 え、生 活習慣 や 言語、商習慣 、肌 質

まで もが異 な る56の 民族 に よる 日本の10倍 の人 口(13・4億 人)

とい う巨大 な市場 で あ る。 この巨大市 場 をメー カーが 直接、流 通

管 理 した場 合、マーケ テ ィ ングが正確 にお客 様 に伝 わ らな い可 能

性 が高 いだ けで な く、スピー ドも遅 くなって しま う。従 って、各

メー カー は、各省 や各都 市 ご とに存在 す る有 力 な代 理 商を選定 す

る ことで、きめ細 か でス ピーデ ィ な流 通政 策 を とるこ とが 出来 、

それが化粧 品 ビジネス成否 の鍵 となる ともい える。 なお 、例外 は

売 上や客 単 価 の高 い都市 部 の百 貨店 で あ り、 カ ウ ンター の人材

(美容部員)を 含 め、販 売 政策 な どの殆 どを メー カーが直接 管理

してい るこ とが多 い。

　 また、化粧 品 は中国で も訪問販 売が認 め られてい る数少 ない業

種 ではあ るが、訪 販の ライセ ンス取 得 は難 しい。 具体 的 には、既

に中国 に設立 されて い る企業 の経 営範 囲 を拡 大 す る こと に限 ら

れ、 それ も、 自社 製品(親 会 社 ・支 配子 会社 製品含 む)と い う条

件 を満 たす他 に、い くつか の制約条 件 をク リア しな ければ いけ な

い。つ ま り、新規 企業 の訪販参 入 は実質的 に許可 され ない のが現

実で ある。

　 通販 はイ ンター ネ ッ トにメー カー サイ トを立 ち上 げる ことさえ

出来 れば、比較 的簡 単 に参 入 出来 るが、無名 商 品 の売 り込 み は非

常 に困難 な ことであ るこ と、ユ ーザ ーの多 くが若年 層で あ るこ と

か ら高額 品 は売 り難 い こ とを理解 しな ければ いけ ない。

　 その他 に も、 よ く言 われ るよ うに 「物流 イ ンフ ラの不足 」「原

材料 品質 の不安 定」 「支払 の悪 さ」 な ど、 マイ ナス イメー ジの強

い情 報 は 日本 に も伝 わ ってい るが、いず れ も調査 や事前 の準備 、

取引 先 に対す る毅然 と した態度 を通す こ とで回避 で きるこ とも多

い。

　 さらに日本 や他 の海外 であ る程 度以上 の知名度 を有す 商品(ブ

ラ ン ド)の 場合 、模倣 品 は数 知れ ず存在 す る こ とに加 え、中国で

第3者 によ り先 に商標 登録 を され、自社 ブ ラン ドに使用 す るため

に多額 の対価 を要求 され るケース もあ るが、これ らには法的 手段

で合 法解決 を図 る ことがベ ス トで あろ う。

　 な お、直 接 の流 通 問題 とは異 な るが 、「給 与 の 急激 な上 昇」



「ワー カー不足」「人材 の流 動性 」 に加 え 「駐 在員 費用 の増加」 な

ど、人事管 理面 で の環境変 化 が近年顕 著 であ る。 これ らは経営 に

与 え るイ ンパ ク トも大 きい ことか ら、特 に生 産拠点 などは立地 を

考 え るこ とも重 要で あ る と共 に、経営 管理層 や上級 管理職へ の現

地 ス タ ッ フ登 用が モ チベ ー シ ョン、 コス ト両面 で必 要 な時代 に

なっ て きて い る。

【80后/90后 と高齢化】

(現状)

　 1979年 以 降の 「1人 っ子政 策」の影 響 もあ り、特 に大都 市部 に

1980年 代 以 降生 まれた 「80后」 と呼 ばれ る世 代 は、両親 と祖 父母

の寵愛 を一身 に受 け、消 費 に も積 極 的で ある。 また大卒 のホ ワイ

トカラーが比較 的多 い と され る都 市部 の若年 層は、幼 時 か ら外 国

の文化 や商品 に触 れ る機会 もあ り、新 しい ものや考 え方 に も積極

的で あ る こ とか ら、 化粧 に関 して も新 しい情報 を 自らイ ン ター

ネ ッ トな どで情報収 集 し、通販 サ イ トで購入 して い るケ ース も多

い。 また 「90后」 はまだ学 生 も多 く、消 費 には距離 のあ る感がす

るが、 「80后」 に比較 して個性 的で 冷静、 自己主張 が明確 であ る

と言 われ るこ とか ら、数年 後 には化粧 品 のヘ ビーユ ーザ ーに転ず

る可 能性 が高 い。

(アプローチ)

　 彼 らへ の情 報発信 はス ピー ドが要 求 され る。中 国で は、化粧 品

輸入 に非常 に手 間 と時 間がか か るが、「80后」「90后」 は欧米や 日

本 な どと同 じ流行 を追 うことか ら、前 述 の法 規制 な どの影 響 に よ

るタイム ラグが大 きい輸 入化粧 品 の場 合、中国向 商品 も同時発売

が 出来 るよ うな商品 開発 が 必要 であ る。 また、も うひ とつ の方法

と して は、生産 の現 地化(中 国生産)が 早 道で あ るが 、特 に 、自

分が 使 ってい る化 粧 品が 「フラ ンス製 」で あるこ とや 「日本 製」

で あ るこ とを重視 してい るお客様 がい る とい うの も事 実 であ り、

現地 化(=Made　 in　China)へ の切 り替 えには充分 な経営 判断 を

必 要 とす る。

　 彼 らの多 くが、イ ン ター ネ ッ トユー ザー であ り、化 粧 品の購入

もネ ッ ト販売 サイ トか ら購 入 してい るこ とを記 したが、ネ ッ ト通

販 サ イ トに は多 くの模 倣 品 が販 売 され てい る。 メー カー と して

は、模 倣 品 に対す る真 摯 な取 り組 みが重 要 であ り、 これ を怠 る

と、市 場 か らの信 頼 を失 うこ とに なる。

　 なお、若 年層 とい え ど も、日本 人が 好 む 「さっぱ り」 タイ プの

スキ ンケ アでは物足 りず 、比較 的油分 が多 い 「しっと り」感 が強

い もの を求 め る傾 向な ど、嗜好 の違 いがあ るこ と も事 実 であ り、

資生 堂 のSCRCの よ うな調査 研 究開発 機 関 を持 つ メ リ ッ トは大

きい。

　 また、2010年 の人 口調 査 の結果 で は、90后 世 代 の中 間か ら2010

年 まで に生 まれ た0～14歳 の世代 人 口の 総人 口比 は16.60%と10

年 前の2000年 調査 に比 べ、6.29%低 下 してお り、少子 高齢 化 は ま

す ます 加 速 して い る こ とを意識 しておか な けれ ばい け ない。 一

方 、60歳 以上 の人 口は医療制 度の 充実 な どに よ り増 加、総 人 口比

で8.87%と2000年 比で1.91%増 加 してお り、80后/90后 世代 の10年

後 、20年 後 も見据 え、来 るべ き高齢 化 に備 えた アンチエ イ ジング

化粧 品市 場 づ くりも必 要で あ る。

3.ま と め

　 今 の 日本 は、震 災 や欧 州 での 経済 危機 の影 響 も有 り、 市場 が

シュ リ ンク し、事 業の先行 きも不安 な こ とか ら、各社、勝 ち残 り

を意識 して 「申国へ1」 とい う風潮 があ るが、中国市場 は簡単 な

市 場 で は ない。 この小 文 の タイ トル に 「光 と影」 とい う言葉 を

使 ったが 、 日本 か ら見 え るの は、殆 どが 「光 」 の部 分で あ り、

「影 」 の部分 は見 えてい ない の であ る。

　 中 国に行 けば 、市場 は無 限 に有 るか の ように見 え るが 、前述 し

た 「法規制 」「流 通政 策」「80后/90后 と高齢化 」 な どのア ブm

チポ イン トはあ くまで も化粧 品業界 にお いて代 表的 な もの のご く

一 部 であ り
、「影 」 の部 分 は まだ まだ沢 山存在 してい る。

　 しか し、ビジネスの 旨み は、この 「影 」 の部 分 を他 人 よ り早 く

知 り、的確 な策 で問題 を ク リア し、そ こか ら成 功 を導 き出す こ と

にあ るわ けで、 「光」 の部分 を歩 くだけで は、 大 きな成功 は得 ら

れな い。

　 つ ま り、中国市 場 を制す る ために は、本 当の中 国 を知 る事 が最

も重要 であ り、そ のため には 中国 を知 る人材 を早期 に育成 するべ

きであ る。そ して経営 者 は勇気 を持 って 中国市場へ の攻略戦術 を

立て るべ きであ る。

　 今 の中国 は 「虎穴 に入 らずん ば虎児 を得ず 」の諺 の通 り、正 に

この市 場全 体が 大 きな 「虎 の穴 」 なのであ る。

最後に

　中 国 とい うと一般的 に 「入治 の国」 とされ、政府担 当者 との人

間関係 を強化 した もの の勝 ちとい う事 実 もあるが、先 に一 部説 明

した ように、法律 が益 々強 化 され、賄賂 な ど違法 な行 為 につい て

は、 官民共 々重 罰 に処 せ られ る ように変化 して きて い る。

　中 国は人 治国家 であ る とい う妄信 に囚われ ず、現代 の 中国 は近

代的 な法治 国家 へ と変革 してい るこ とを理解 し、この部分 は 「光」

だ け を見 つめ た事業展 開 を行 わ なけれ ばいけ ない。
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